
　令和３年度　中学校「学習指導・評価計画表」　教科【数学】　学年【２年】　大原　秀智　　　　　　　　

知： 知識・技能

思： 思考・判断・表現

態： 主体的に学習に取り組む態度

月
単　　元
題　　材

学　習　内　容
観
点

評　価　規　準　（B）
おおむね満足

判断の基準
AとBの違いなど

評価方法
場面・時期

知

①単項式や多項式，次数
や同類項の意味を理解し
ている。
②簡単な整式の加法と減
法及び単項式の乗法と除
法の計算をすることがで
きる。  ③具体的な事象の
中の数量の関係を文字を
用いた式で表したり，式の
意味を読み取ったりする
ことができる。
④文字を用いた式で数量
及び数量の関係を捉え説
明できることを理解して
いる。  ⑤目的に応じて，
簡単な式を変形すること
ができる。

・単項式、多項式、項、次
数、一次式、二次式、同類
項の意味を知り、その用語
を適切に用いて自分が
行った計算について説明
できる。
・多項式の加法、減法の計
算が手際よく正しくでき、
また、単項式の乗法、除法
について、約分や通分を含
めて手際よく正しく計算が
できる。
・複雑な等式においても、
目的に応じて式を変形す
ることができる。

思

①具体的な数の計算や既
に学習した計算の方法と
関連付けて，整式の加法
と減法及び単項式の   乗
法と除法の計算の方法を
考察し表現することがで
きる。
②文字を用いた式を具体
的な場面で活用し，数量の
関係を説明することがで
きる。

・多項式と数との乗法，除
法に関心をもち，進んで計
算の方法を考えたり，今ま
で学んだことと関連付けて
計算を行ったりしようとし
ている。
・数量の関係や数の性質を
予測、類推し、文字を用い
た式に表して考察すること
ができる。

態

①文字を用いた式のよさ
を実感して粘り強く考え
ようとしている。
②文字を用いた式につい
て学んだことを生活や学
習に生かそうとしている。
③文字を用いた式を活用
した問題解決の過程を振
り返って評価・改善しよう
としている。

・複雑な等式においても、
目的に応じて式を変形す
ることができる。
・日常生活や社会の事象に
おける問題を，文字を使っ
た式を利用して解決した
り，解決の過程をふり返っ
て，新たな問題を数量に着
目して見いだしたりするこ
とができる。

知

① 二元一次方程式とその
解の意味を理解している。
 ② 連立方程式の必要性
と意味及びその解の意味
を理解している。
③ 簡単な連立方程式を解
くことができる。
 ④ 代入法と加減法の特
徴を理解し，適切に用いる
ことができる。
⑤ 事象の中の数量やその
関係に着目して連立方程
式をつくり，それを解くこ
とで答えを導くことがで
きる。

・二元一次方程式や連立方
程式を解く意味を理解し、
それを説明できる。
・連立方程式を加減法と代
入法のどちらの解き方が
適切か判断して解くことが
できる。
・複雑な場合について連立
方程式を利用して問題を
解決できる。

４
・
５
月

定期テスト
小テスト
単元末テスト
発表（毎時間）
机間指導（毎時間）
ノート
ファイル（プリント）
問題集
宿題

定期テスト
小テスト
単元末テスト
発表（毎時間）
机間指導（毎時間）
ノート
ファイル（プリント）
問題集
宿題

５
・
６
月

１章 式の計
算

１節 式の計算

２節 文字式の利用

２章 連立方
程式

１節 連立方程式

２節 連立方程式の
利用



思

① 一元一次方程式と関連
付けて，連立方程式を解く
方法を考察し表現するこ
とができる。
② 連立方程式を具体的な
場面で活用することがで
きる。
③ 求めた解や解決の方法
を振り返って，それらが適
切であるかどうかを考察
し表現することができる。

・1元1次方程式と関連づけ
て，連立2元1次方程式を
解く方法を考え，表現する
ことができる。
・連立2元1次方程式を具
体的な場面で利用するこ
とができる。
・解が問題にあっているの
かの正確な吟味が行える。

態

① 連立方程式のよさを実
感して粘り強く考えようと
している。
② 連立方程式について学
んだことを生活や学習に
生かそうとしている。
③ 連立方程式を活用した
問題解決の過程を振り
返って評価・改善しようと
している。

・連立2元1次方程式のよ
さを実感して粘り強く考
え，連立2元1次方程式に
ついて学んだことを生活
や学習に生かそうとした
り，連立2元1次方程式を
利用した問題解決の過程
をふり返って，評価・改善し
ようとしたりしている。

知

① 一次関数について理解
している。
② 事象の中には一次関数
として捉えられるものが
あることを知っている。
③ 二元一次方程式を関数
を表す式とみることがで
きる。
④ 変化の割合やグラフの
傾きの意味を理解してい
る。
⑤ 一次関数の関係を表，
式，グラフを用いて表現し
たり，処理したりすること
ができる。

・日常生活や社会の事象に
おける問題の解決に，1次
関数を利用できることを
十分に理解している。
・一次関数y=ax+bの係
数の意味やグラフの特徴
を説明することができる。
・さまざまな方法で、一次
関数の式を正確に求める
ことができる。
・２直線の交点の座標と、
連立方程式の解が一致す
ることを説明でくる。

思

① 一次関数として捉えら
れる二つの数量につい
て，変化や対応の特徴を
見いだし，表，式，グラフを
相互に関連付けて考察し
表現することができる。
② 一次関数を用いて具体
的な事象を捉え考察し表
現することができる。

・身のまわりの事象の中
で、一次関数の関係になっ
ているかどうかについて、
表、グラフ、式を利用して
確かめることができる。・
一次関数の式から、工夫し
て正確にグラフをかくこと
ができる。

態

① 一次関数のよさを実感
して粘り強く考えようとし
ている。
② 一次関数について学ん
だことを生活や学習に生
かそうとしている。
③ 一次関数を活用した問
題解決の過程を振り返っ
て評価・改善しようとして
いる。

・日常生活や社会の事象に
おける問題を，変化や対応
のようすに着目して，1次
関数を利用して解決した
り，解決の過程をふり返っ
て，新たな問題を見いだし
たりすることができる。
・1次関数を日常生活や社
会の事象における問題の
解決に利用することに関
心をもち，進んで問題解決
の過程をふり返って評価・
改善しようとしている。

定期テスト
小テスト
単元末テスト
発表（毎時間）
机間指導（毎時間）
ノート
ファイル（プリント）
問題集
宿題

定期テスト
小テスト
単元末テスト
発表（毎時間）
机間指導（毎時間）
ノート
ファイル（プリント）
問題集
宿題

５
・
６
月

７
・
８
・
９
月

３章 一次関
数

１節 一次関数とグ
ラフ

２節 一次関数と方
程式

２章 連立方
程式

１節 連立方程式

２節 連立方程式の
利用


